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平成２３年６月８日 

新宿区立四谷小学校 

校長 飯田 孝一  

学校運営協議会だより 
 

５月会次第 

             ５/23(月)実施 

１．代表あいさつ          

 ２．学校現状報告 

  ・学年・学級の状況 

  ・今年度の構内研究 

  ・特色ある教育活動から 

  ・放課後の学習支援 

  ・主要年間行事スケジュール 

     運動会、天童交歓行事 

林間学園、移動教室 

５周年記念事業、学芸会 

・須賀神社祭礼と 
安全パトロール 
 

３．支援活動 
「スマイルクラブ」の現状 
・学習のサポート 
・環境美化 
・読書 
・居場所・課外活動 
   安全安心あいさつ 

・自己紹介   ４．質疑 

５・終わりの言葉 

＊ 説明は明朝体、 

提案・意見はゴシック、 

決定事項は斜体で示します。 

◇ 開校５周年記念運動会 ◇  
順延が続き、平日の実施と 
なりましたが、無事に終了いたしました。 

 

  
 当日は、最高のコンディションの中、 
約９００名近い保護者地域の方々に囲 
まれて、無事に終了できました。 
赤組の圧勝という結果でしたが、全 

ての競技が見応えのある内容でした。 
また、各学年の表現種目は、それぞれ 
工夫や力強さがあり、大変よかったと 
の声が多く聞かれました。 

 田谷代表より 

四谷中の運動会を参観
したが、大変盛会に行わ
れていました。四谷小の
運動会が大変楽しみで
す。 

また、スマイルクラブ
の発足も大変楽しみにし
ています。既に、図書ボ
ランティアの説明会も既
に終了しています。 

いよいよ、地域協働学
校の本格実施となります
が、よろしくお願いいた
します。 

学校長より 

・挨拶及び敬語については、現在、重点として取り組んでいます。ご家

庭および地域共々みんなで取り組んで参ります。 

・確かな学力を育む指導法を中心に研究をすすめています。基礎・基本、

それを活用する力（思考力、判断力、表現力）を伸ばします。 

・特色ある教育の推進として、保幼小連携や ICT 教育の推進に力を入れ

ていきます。 

放課後学習支援も開始。理解や意欲の増加に効果をあげている。 
  

主要行事について 

 ・天童交歓行事実地踏査を６月中に実施 予定通り進めていく。 
・千代田湖夏季施設 ５年生の希望者 ７月２１日から２３日まで 
・天童交歓行事   ６年生の希望者 ７月２２日から２５日まで 
・信州高遠移動教室 ６年生     9 月 26 日から 28 日まで。 
・開校５周年記念式典  式典前に集会等を実施 １０月１５日（土） 
・学芸会  一般(保護者)鑑賞日 １１月１９日 

 
質 疑  
・特色ある教育を推進する上での成果を測る尺度はあるのか。  
→成果の基準はないが、子どもたちの姿を通して、今後に生かす。  

・敬語の指導については、ぜひ地域も関わりながら、子どもと接し、
指導の機会を増やす。指導が繰り返されることも必要である。 

 ・予想より大幅にたくさんの方々から多い募集をいただいた。 
今後は、各学年から個別にどのような支援が必要かを計画していく
ことが必要である。集まった支援の力をどう発信していくのかが大
きな課題。活動内容の紹介を簡潔する方法など具体的に進めていく。
PTA としても、活動そのものについての検討をする。 

・図書の支援活動など、今後の検討の重点にしていく。支援活動自体
を地域にも広げていくことになる。いろいろな切り口がある。地域
の方々にとって活動の中身に対する情報をお伝えする必要がある。 

・それぞれの支援分科会で、担当者を決めで進めていく      
・枠組みを考え、大きなくくりを設け、それからスタート 
するほうがいいと思う。次回の協議会では、その検討を 
中心に進め、作業部会を設けるなどの検討を進める。 

        ※次回は、６月２７日（月）に実施します。 
 

 

スマイルクラブ、募集開始しました！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スマイルクラブの募集が、いよい

よ始まりました。支援活動に対して、
のべ 400 名の登録となっています。
（6 月７日現在） 

スマイル クラブの募集が、始まりました。継続的に募集を行っております。ぜひ、 

学校・家庭・地域にメリットのある継続可能な協働関係にお力添えをお願いします。 


